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★
高
知
県
大
川
村
は
人
口
約
400
人
。
村
議
会
の
定

数
は
6
人
。
6
人
の
村
議
の
平
均
年
齢
は
70・
8

才
。
2
年
後
の
選
挙
に
は
半
数
の
議
員
が
、
立
候

補
し
な
い
意
向
で
、
そ
の
代
わ
り
の
新
人
の
出
馬
も

メ
ド
が
立
た
な
い
よ
う
で
あ
り
、
事
態
は
深
刻
で
あ

る
。
★
そ
の
た
め
、
大
川
村
で
は
村
議
会
を
廃
止
し
、
地
方
自
治

法
に
も
と
づ
き
、
有
権
者
が
予
算
な
ど
の
議
案
を
直
接
審
議
す

る
「
町
村
総
会
」
を
設
置
す
る
検
討
を
始
め
た
。
約
350
人
の
有
権

者
が
一
堂
に
会
し
、
色
々
と
議
論
を
す
る
。
ど
ん
な
総
会
に
な
る

の
か
、
想
像
も
で
き
な
い
。
★
憲
法
93
条
に
は
、
地
方
自
治
体
は

住
民
が
直
接
選
挙
で
選
ぶ
首
長
、
議
会
の
2
元
代
表
制
で
、
自
治

体
を
運
営
す
る
よ
う
明
記
し
て
あ
る
。
議
会
は
憲
法
上
、
必
置
義

務
で
あ
る
。
と
は
言
え
、
全
国
的
に
議
員
希
望
者
が
減
っ
て
き
て
、

人
口
の
少
な
い
自
治
体
の
議
会
は
存
亡
の
危
機
を
迎
え
る
事
に
な

る
。
★
で
は
、
な
ぜ
若
者
も
含
め
、
地
方
議
員
を
目
指
す
人
が
少

な
く
な
っ
て
き
た
の
か
。
議
員
は
4
年
に
一
度
必
ず
選
挙
の
洗
礼

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
年
金
制
度
も
な
く
、
身

分
が
非
常
に
不
安
定
で
あ
る
こ
と
も
大
き
な
理
由
で
あ
る
。
★
そ

れ
で
い
て
、
地
方
議
員
に
対
す
る
批
判
は
強
い
。
そ
れ
は
ご
く
少

数
で
あ
る
が
、
政
務
活
動
費
の
不
正
利
用
が
発
覚
し
て
、
マ
ス
コ

ミ
を
賑
わ
す
議
員
が
い
る
か
ら
で
あ
る
。
大
多
数
の
議
員
は
、
地

域
の
た
め
に
、
一
生
懸
命
に
頑
張
っ
て
い
る
。
★
全
国
1000
を
超
え

る
地
方
議
会
の
要
望
を
受
け
て
、
議
員
の
無
年
金
状
態
を
解
消
す

る
た
め
に
、
地
方
議
会
議
員
の
年
金
制
度
を
党
本
部
で
検
討
し
て

き
た
。
か
っ
て
の
特
権
的

な
年
金
制
度
で
は
な
く
、

在
職
中
だ
け
で
も
厚
生
年

金
に
加
入
で
き
る
道
を
開

き
た
い
と
努
力
し
て
い
る

が
、反
対
の
意
見
も
多
い
。

こ
の
先
、
地
方
議
会
は
ど

う
な
る
の
か
心
配
で
あ
る
。
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通
常
国
会
が
久
し
ぶ
り
に
、
会
期
内
に
終
わ
り
、
政
局
も
落
ち

着
い
た
か
に
見
え
て
い
た
が
、
東
京
都
議
会
議
員
選
挙
前
後
に
、

大
臣
の
発
言
、
議
員
の
不
祥
事
な
ど
が
あ
り
、
都
議
選
で
自
民
党

は
史
上
始
ま
っ
て
以
来
の
惨
敗
を
喫
し
た
。
都
政
と
国
政
は
別
問

題
だ
と
、
言
う
人
も
い
る
が
、
自
民
党
所
属
の
国
会
議
員
も
動
員

し
て
の
選
挙
の
敗
北
で
あ
る
の
で
、
都
民
の
厳
し
い
審
判
は
党
執

行
部
も
素
直
に
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
後
、
加
計

学
園
の
獣
医
学
部
新
設
を
め
ぐ
っ
て
の
問
題
で
も
、
国
民
の
理
解

が
十
分
得
ら
れ
ず
、
安
倍
内
閣
の
支
持
率
は
急
降
下
、
新
聞
社
に

よ
っ
て
は
、
30
％
を
切
っ
て
い
る
。
自
民
党
も
支
持
を
下
げ
、
第

2
次
安
倍
内
閣
発
足
以
来
、
最
大
の
試
練
に
直
面
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
野
党
か
ら
要
求
の
あ
っ
た
閉
会
中
の
審
査
に
応
じ
る
こ

と
に
な
り
、
衆
議
院
、
参
議
院
双
方
の
予
算
委
員
会
が
、
安
倍
首

相
出
席
の
下
で
、
開
か
れ
た
。
安
倍
首
相
は
、
予
算
委
員
会
で
国

民
の
理
解
が
少
し
で
も
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
丁
寧
に
説
明
に
努
め

て
い
た
。
次
の
内
閣
改
造
で
思
い
切
っ
た
人
事
を
断
行
し
、
秋
の

国
会
に
臨
ん
で
も
ら
い
た
い
。

ドイツハンブルクを訪問しG20でプーチン大統領と
積極的平和外交を展開する安倍首相

（出典：首相官邸ホームページ）

地方議員の年金問題でTBSテレビ「あさ
チャン」の取材を受ける二ノ湯議員

加
計
学
園
で
予
算
委
員
会
開
く

安倍内閣の支持率急降下
第2次内閣発足以来最大の試練

安倍内閣の支持率急降下
第2次内閣発足以来最大の試練

恒 心
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門川市長、寺田議長自民党に予算要望
政令市の財源確保を訴える
















































































リ
ニ
ア
新
幹
線
特
別
委
員
会
名
古
屋
へ

残
土
捨
場
、
名
古
屋
駅
建
設
現
場
視
察

東
京
〜
大
阪
間
を
67
分
で
結
ぶ
夢
の
超
特
急

「
リ
ニ
ア
新
幹
線
」
の
工
事
は
、
現
在
多
く
の

難
事
業
を
克
服
し
な
が
ら
、
順
調
に
進
行
し
て

い
る
。
始
発
の
東
京
品
川
駅
で
は
、
駅
舎
の
工

事
と
併
行
し
て
、
周
辺
の
再
開
発
事
業
に
も
着

手
し
、
夢
が
現
実
に
近
づ
い
て
い
る
感
じ
で
あ

る
。
リ
ニ
ア
の
停
車
駅
は
名
古
屋
ま
で
は
確
定

し
て
い
る
が
、
名
古
屋
以
西
の
三
重
県
、
奈
良

県
の
駅
を
ど
こ
に
設
置
す
る
の
か
、
ま
だ
決
定

し
て
い
な
い
。
三
重
県
は
亀
山
市
が
希
望
し
て

い
る
。
奈
良
県
は
知
事
が
郡
山
付
近
を
主
張
し

て
い
る
が
、
京
都
に
よ
り
近
い
所
が
い
い
感
じ

が
す
る
。
Ｊ
Ｒ
東
海
と
し
て
は
資
金
の
課
題
も

あ
り
、
関
西
地
域
が
要
望
す
る
早
期
開
通
に
は

消
極
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
2047
年
の
大
阪
ま
で

の
開
業
は
い
か
に
も
遅
い
感
じ
で
あ
る
。
関
西

選
出
の
国
会
議
員
は
で
き
る
限
り
、
前
倒
し
で

完
成
す
る
よ
う
に
、
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
自
民
党
リ
ニ
ア
特
別
委
員
会
で
は
、
今
年

に
入
っ
て
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
が
通
過
す
る
沿
線

都
府
県
の
関
係
者
を
招
き
、
地
元
の
要
望
、
課

題
を
聞
く
機
会
を
持
っ
て
、
精
力
的
に
勉
強
を

重
ね
て
き
た
。
7
月
11
日
、
百
聞
は
一
見
に
如

か
ず
と
、
リ
ニ
ア
特
別
委
の
メ
ン
バ
ー
が
、
工

事
に
伴
う
建
設
残
土
捨
場
、
名
古
屋
駅
で
の
建

地
方
自
治
体
に
は
色
々
な
区
分
が
あ
る
。

都
道
府
県
、
市
、
町
、
村
と
様
々
で
あ
る
。

市
は
現
在
全
国
に
791
あ
る
。
市
の
中
に
も
都

道
府
県
並
み
の
権
限
が
あ
る
人
口
50
万
以
上

の
政
令
指
定
都
市
が
あ
り
、
指
定
都
市
市
長

会
を
結
成
。
大
都
市
と
し
て
の
要
望
活
動
を

独
自
に
行
っ
て
い
る
。
政
令
指
定
都
市
は
発

足
時
、
横
浜
、
名
古
屋
、
京
都
、
大
阪
、
神

戸
の
5
大
都
市
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
今
や
全

国
で
は
20
市
に
な
り
、
20
市
の
人
口
の
合
計

は
、
約
2750
万
人
を
数
え
、
全
人
口
の
20
％
に

達
し
、
国
民
の
5
人
に
一
人
は
政
令
市
に
住

ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
市
は

道
府
県
の
中
心
市
で
あ
り
、
社
会
保
障
制
度

の
充
実
向
上
、
生
活
環
境
の
整
備
、
都
市
機

能
の
充
実
等
に
お
い
て
果
た
す
役
割
は
非
常

に
大
き
い
も
の
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
政

令
市
は
他
の
市
と
違
っ
て
、
多
く
の
事
務
事

業
を
抱
え
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

る
。
し
か
し
、
政
令
市
の
税
源
は
、
仕
事
に

見
合
っ
た
税
源
構
造
と
な
っ
て
い
な
い
の
が

現
実
で
、
財
政
事
情
は
か
な
り
厳
し
い
も
の

が
あ
る
。
大
都
市
の
行
政
需
要
に
応
じ
た
税

源
移
譲
を
実
現
し
て
ほ
し
い
、
国
は
も
っ
と

政
令
市
に
財
政
支
援
を
し
て
も
ら
い
た
い
と

政
令
都
市
の
市
長
会
は
、
毎
年
、
次
年
度
予

算
に
向
け
て
要
望
活
動
を
し
て
い
る
。
今
年

は
京
都
市
が
要
望
す
る
当
番
市
で
、
7
月
19

日
、
門
川
市
長
と
寺
田
議
長
が
揃
っ
て
自
民

党
本
部
を
訪
問
し
、
山
口
泰
明
組
織
運
動
本

部
長
に
、
指
定
都
市
の
厳
し
い
財
政
事
情
を

説
明
し
、
来
年
度
予
算
に
格
段
の
配
慮
を
求

め
た
。
二
ノ
湯
参
議
院
議
員
は
、
全
国
市
議

会
議
長
会
の
顧
問
、
地
元
自
民
党
京
都
府
連

の
会
長
の
立
場
で
、
山
口
本
部
長
へ
の
要
望

活
動
に
同
行
し
た
。

設
工
事
現
場
を
視
察
し
た
。
リ
ニ
ア
工
事
に

よ
っ
て
産
出
さ
れ
る
残
土
は
、
名
古
屋
市
域
で

約
650
万
立
方
で
、
5
ト
ン
ダ
ン
プ
カ
ー
で
130
万

台
の
量
と
な
る
。
名
古
屋
市
近
郊
に
は
、
1
ヶ

所
で
そ
れ
以
上
の
残
土
を
捨
て
る
場
所
が
あ
る

が
、
同
じ
場
所
に
大
量
の
残
土
を
捨
て
る
と
、

沿
道
の
住
民
か
ら
強
い
反
対
が
起
こ
る
た
め

に
、
Ｊ
Ｒ
東
海
は
残
土
を
分
散
し
て
捨
て
る
方

法
を
採
用
す
る
方
針
で
あ
る
。
次
い
で
リ
ニ
ア

名
古
屋
駅
が
建
設
さ
れ
る
名
古
屋
駅
を
視
察
し

た
。
リ
ニ
ア
名
古
屋
駅
は
現
在
の
東
海
道
新
幹

線
名
古
屋
駅
を
交
差
す
る
形
で
建
設
さ
れ
る
。

名
古
屋
駅
近
く
ま
で
は
大
深
度
地
下
で
走
っ
て

く
る
た
め
に
用
地
買
収
の
必
要
は
な
い
が
、
乗

客
の
乗
降
を
考
え
る
と
、
駅
を
地
下
50
〜
60
ｍ

に
設
置
す
る
こ
と
は
無
理
で
、
30
ｍ
の
場
所
に

作
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
に
、
駅
周
辺
の

建
物（
マ
ン
シ
ョ
ン
、
ホ
テ
ル
等
）等
を
買
収
す

る
必
要
が
あ
る
が
、
Ｊ
Ｒ
東
海
、
愛
知
県
、
名

古
屋
市
が
協
力
、
用
地
買
収
は
順
調
に
進
ん
で

い
る
。
将
来
、
北
陸
新
幹
線
が
京
都
駅
に
入
っ

て
く
る
。
リ
ニ
ア
名
古
屋
駅
の
用
地
買
収
作
業

を
十
分
参
考
に
す
べ
き
で
あ
る
。
京
都
市
の
場

合
、
京
都
駅
ル
ー
ト
を
要
望
す
る
だ
け
で
な

く
、
駅
建
設
に
伴
う
業
務
に
対
し
て
、
Ｊ
Ｒ
西

日
本
に
全
面
的
に
協
力
す
る
必
要
が
あ
る
。
今

か
ら
十
分
な
対
策
を
練
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

捨て場となる珪
けい

砂
さ

鉱業組合採石場（瀬戸市）

自民党本部で山口泰明組織運動本部長に要望する

名古屋駅建設工事視察（JRゲートタワー）
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文
化
財
の
防
災
に
財
政
支
援
を

自
民
党
国
宝
・
重
文
を
護
る
会
が
要
望

4
月
6
日
の
知
事
選
挙
と
同
時
に
執
行
さ
れ
る
3
選
挙
区

の
予
定
候
補
者
の
ポ
ス
タ
ー
が
完
成
し
た
。

松野文部科学大臣に
要望書を手渡す議員団

安
倍
内
閣
に
な
っ
て
、
憲
法
改
正
が
現
実
の

も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
衆
議
院
憲
法
審
査
会

で
は
今
国
会
中
8
回
開
催
し
た
が
、
参
議
院

は
、
国
会
会
期
末
の
6
月
13
日
に
第
1
回
目
の

審
査
会
が
開
か
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
。
当
日
の

テ
ー
マ
は
2
院
制
に
つ
い
て
、
各
委
員
が
意

見
を
表
明
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
か

し
、
組
織
犯
罪
防
止
条
約（
共
謀
罪
）の
採
決
を

め
ぐ
っ
て
混
乱
し
た
た
め
に
、
調
査
会
が
開
け

ず
、
二
ノ
湯
参
議
院
議
員
の
発
言
も
お
流
れ
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
議
員
が
予
定
し
て
い
た
発

言
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
Ｇ
Ｈ
Ｑ
草
案
で
は
1
院
制
と
な
っ
て
い
た

が
、
衆
議
院
に
対
す
る
抑
制
機
関
、
そ
し
て
慎

重
な
法
案
審
議
を
尽
く
す
事
が
、
重
要
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
、
日
本
国
政
府
の
強
い
意
向

で
、
貴
族
院
に
変
わ
っ
て
、
参
議
院
が
創
設
さ

れ
、
2
院
制
が
維
持
さ
れ
た
。

参
議
院
議
員
の
定
数
は
、
当
初
250
人
で
、
選

挙
区
150
人
、
比
例
区
100
人
が
3
年
ご
と
に
、
半

数
が
国
民
の
直
接
投
票
で
選
出
さ
れ
る
事
に

な
っ
た
。

当
初
比
例
区
で
選
ば
れ
た
参
議
院
に
は
、
無

所
属
議
員
が
多
く
、
多
く
の
文
化
人
・
有
識
者

が
議
席
を
占
め
て
い
た
。
し
か
し
、
選
挙
と
い

う
ハ
ー
ド
ル
を
越
え
る
為
に
は
、
職
域
の
組

織
、
政
党
の
組
織
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
、
無

所
属
で
選
挙
を
戦
う
事
は
難
し
く
な
っ
て
、
参

議
院
議
員
の
政
党
化
が
進
ん
で
き
た
。

従
っ
て
、
議
院
内
閣
制
を
採
用
す
る
わ
が
国

で
は
、
衆
参
議
院
の
審
議
の
内
容
、
意
思
決
定

も
所
属
政
党
の
影
響
を
受
け
る
事
が
多
く
、
参

議
院
は
衆
議
院
の
カ
ー
ボ
ン
コ
ピ
ー
と
揶や

揄ゆ

さ

れ
、
参
議
院
無
用
論
も
さ
さ
や
か
れ
、
そ
の
存

在
が
無
駄
で
さ
え
あ
る
と
批
判
さ
れ
た
こ
と
も

あ
っ
た
。
参
議
院
は
創
設
の
目
的
か
ら
い
っ
て

も
、
憲
法
、
法
律
の
許
さ
れ
る
範
囲
内
で
、
参

議
院
の
独
自
性
を
発
揮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
参
議
院
議
員
生
活
13
年
の
経
験
か
ら
感
ず

る
事
は
、
各
委
員
会
の
審
議
が
深
め
ら
れ
る
と

い
う
点
は
理
解
で
き
る
が
、
衆
議
院
と
重
複
す

る
内
容
が
多
く
、
少
し
無
駄
が
多
い
と
い
う
印

象
を
持
つ
。
衆
議
院
、
参
議
院
の
機
能
分
担
、

役
割
分
担
を
し
て
、
与
え
ら
れ
た
分
野
の
議
論

に
時
間
を
費
や
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。

議
決
に
関
し
て
、
党
議
拘
束
を
外
し
て
、
参

議
院
の
独
自
性
を
発
揮
す
る
べ
き
だ
と
い
う
声

が
多
い
が
、
ほ
と
ん
ど
の
議
員
が
政
党
に
所
属

し
て
お
り
、
そ
の
上
、
議
院
内
閣
制
を
採
用
し

て
い
る
現
状
を
考
え
る
と
実
現
は
な
か
な
か
難

し
い
。
そ
れ
よ
り
も
、
衆
議
院
と
参
議
院
の
役

割
分
担
を
し
て
、
6
年
間
の
任
期
を
与
え
ら
れ

て
い
る
参
議
院
は
、
国
家
の
基
本
問
題
で
あ

り
、
重
要
問
題
で
あ
る
外
交
、
防
衛
、
教
育
を

中
心
に
審
議
す
べ
き
と
思
う
。
さ
ら
に
決
算
に

関
し
て
は
参
議
院
が
議
決
権
を
持
ち
、
翌
年

度
の
予
算
編
成
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
。

さ
ら
に
、
地
方
議
員
出
身
の
議
員
と
し
て
、
憲

法
16
条
に
明
記
さ
れ
た
国
民
の
請
願
権
に
基
づ

き
、
請
願
書
が
会
期
毎
に
多
く
の
署
名
と
と
も

に
国
会
に
提
出
さ
れ
る
が
、
請
願
審
査
を
し
た

経
験
が
な
い
。
こ
の
こ
と
は
国
民
の
請
願
権
に

対
す
る
軽
視
で
あ
り
、
国
民
に
対
し
て
非
常
に

失
礼
で
は
な
い
か
と
思
う
。
参
議
院
に
お
い

て
、
請
願
を
審
議
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い

か
。
衆
議
院
の
小
選
挙
区
比
例
並
立
制
の
下
で

は
、
衆
議
院
議
員
の
選
挙
区
は
非
常
に
狭
く
、

視
野
が
狭
く
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
参
議
院
の

選
挙
区
議
員
は
都
道
府
県
の
全
体
の
有
権
者
か

ら
選
ば
れ
る
、
比
例
区
は
日
本
全
国
か
ら
選
出

さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
広
い
視
野
に
立
つ
参

議
院
議
員
の
役
割
と
責
任
は
ま
す
ま
す
大
き
く

な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
権
限

と
役
割
を
参
議
院
に
与
え
る
べ
き
で
あ
る
。」

国
宝
・
重
要
文
化
財
は
、
我
が
国
の
歴
史
、

伝
統
、
文
化
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
文
化
遺
産
で
あ
り
、

所
有
者（
神
社
仏
閣
）は
こ
の
こ
と
を
十
分
自
覚

し
、
先
人
が
残
し
た
価
値
の
高
い
遺
産
を
保
護

し
、
次
世
代
に
確
実
に
継
承
す
る
た
め
に
日
夜

努
力
を
さ
れ
て
い
る
。
我
が
国
の
文
化
財
は
、

観
光
資
源
と
し
て
極
め
て
高
い
価
値
を
有
し
て

お
り
、
今
後
外
国
人
旅
行
者
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
国
宝
・
重
要
文
化
財
の
積
極

的
な
公
開
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
も
高

ま
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

昨
年
11
月
に
奈
良
の
興
福
寺
の
仏
像
に
液
体
が

散
布
さ
れ
る
事
件
が
発
生
し
、
本
年
4
月
に
も

京
都
の
賀
茂
御
祖
神
社（
下
鴨
神
社
）や
奈
良
の

金
峯
山
寺
の
建
造
物
な
ど
に
お
い
て
同
様
の
棄き

損
事
件
が
相
次
い
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
被
害

を
未
然
に
防
ぐ
に
は
、
収
蔵
庫
や
監
視
カ
メ
ラ

等
の
防
災
・
防
犯
設
備
等
の
整
備
や
、
パ
ト

ロ
ー
ル
等
の
防
犯
体
制
の
強
化
が
不
可
欠
で
あ

り
、
少
な
く
と
も
毎
年
、
約
20
億
円
の
費
用
が

必
要
と
見
込
ま
れ
る
。
国
宝
・
文
化
財
の
保
護

に
深
い
関
心
を
持
つ
議
員
で
構
成
さ
れ
て
い
る

「
自
民
党
国
宝
・
重
文
を
護
る
会
・
河
村
建
夫

会
長
」
で
は
、
さ
る
6
月
14
日
、
松
野
文
科
大

臣
、
菅
内
閣
官
房
長
官
に
、
来
年
度
予
算
で
国

宝
・
重
要
文
化
財
の
防
災
・
棄
損
の
修
理
の
予

算
が
計
上
さ
れ
る
よ
う
に
、
要
望
活
動
を
行
っ

た
。
二
ノ
湯
参
議
院
議
員
も
国
宝
・
重
要
文
化

財
の
宝
庫
で
あ
る
京
都
選
出
議
員
と
し
て
、
要

望
活
動
に
参
加
し
た
。

参
院
憲
法
審
査
会

開
催
で
き
ず

二
ノ
湯
議
員
発
言
の
機
会
を
失
う
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一
、
ま
た
し
て
も
北
朝
鮮
が
ミ
サ
イ
ル
実
験
を

強
行
し
た
。
今
回
は
過
去
の
実
験
と
は
違
っ
て
、

ど
う
や
ら
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ�（
大
陸
間
弾
道
ミ
サ
イ
ル
）

の
よ
う
で
あ
る
。
航
続
距
離
が
長
く
、
近
い
将

来
、
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
ま
で
到
達
す
る
可
能
性

が
あ
り
、
重
大
な
危
機
を
迎
え
る
。

一
、九
州
北
部
に
猛
烈
な
雨
が
降
り
、
福
岡
県
、

大
分
県
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
地
元

自
治
体
が
避
難
勧
告
を
出
し
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
犠
牲
者
が
出
る
。
過
去
に
経
験
が
な
い

豪
雨
だ
け
に
、
ま
さ
か
洪
水
が
、
土
砂
崩
れ
が
、

自
分
の
地
域
に
襲
う
と
は
誰
も
思
わ
な
い
。

一
、
国
際
化
の
進
展
に
つ
れ
、
悪
い
人
間
だ
け

で
な
く
、
色
々
な
外
来
種
が
日
本
に
入
っ
て
く

る
。
南
米
産
ヒ
ア
リ
が
、
各
地
で
拡
散
し
て
い

る
。
ヒ
ア
リ
は
、
強
い
毒
を
持
っ
て
お
り
、
刺

さ
れ
る
と
激
痛
が
走
り
、
下
手
を
す
る
と
命
に

か
か
わ
る
。
早
急
な
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

一
、
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
集
団
「
Ｉ
Ｓ
」
を
完
全

に
制
圧
し
た
と
、
イ
ラ
ク
政
府
が
宣
言
し
た
。

イ
ラ
ク
で
は
敗
北
し
た
Ｉ
Ｓ
は
集
団
で
は
な
く
、

一
人
一
党
と
な
っ
て
世
界
各
地
を
回
り
、
テ
ロ
を

始
め
る
可
能
性
が
あ
る
。
各
国
政
府
は
一
段
と

彼
ら
の
行
動
を
監
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
、
組
織
犯
罪
処
罰
法（
共
謀
罪
）の
陰
に
か
く

れ
て
目
立
た
な
い
が
、
今
国
会
で
性
犯
罪
の
罰

則
を
厳
し
く
す
る
た
め
に
刑
法
が
110
年
ぶ
り
に

改
正
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
、
女
性
や

こ
ど
も
な
ど
、
弱
者
が
性
犯
罪
か
ら
、
救
わ
れ

る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
る
。

一
、
舞
鶴
か
ら
フ
ェ
リ
ー
に
乗
船
し
、
小
樽
ま

で
行
く
の
が
、
私
の
か
ね
て
か
ら
の
念
願
で

あ
っ
た
。
今
国
会
は
会
期
通
リ
に
終
わ
っ
た
の

で
、
思
い
切
っ
て
、
小
樽
、
札
幌
、
函
館
を
め

ぐ
る
北
海
道
計
画
を
実
行
し
た
。
家
内
と
の
旅

行
は
新
婚
旅
行
以
来
で
あ
る
。

「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関紙「えとす」
の発行をはじめ、二ノ湯さとしの政治活
動をご支援いただける会員を募集してお
ります。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と主
張にご賛同いただき、ご入会下さいま
すようお願い申し上げます。

新政経懇話会
年会費　1口1万円

入会申込・お問い合わせ先
二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228

7
月
に
入
る
と
中
央
省
庁
の
人
事
異
動
が
行

わ
れ
る
。
役
人
に
と
っ
て
最
も
関
心
の
あ
る
事

柄
で
あ
る
。
ポ
ス
ト
な
ど
我
関
せ
ず
と
無
関
心

を
装
っ
て
い
る
人
も
あ
る
が
、
や
は
り
人
事
は

気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
年
の
人
事
を
見

て
い
る
と
、
か
っ
て
京
都
市
で
副
市
長
を
務
め

た
人
が
、
次
官
、
総
括
審
議
官
な
ど
の
要
職
に

就
い
た
。
内
閣
府
事
務
次
官
に
は
河
内
隆
氏
。

国
土
交
通
事
務
次
官
に
は
毛
利
信
二
氏
。
そ
し

て
由
木
文
彦
氏
が
国
土
交
通
省
の
総
合
政
策
局

長
と
な
っ
た
。
ま
た
、
京
都
府
副
知
事
だ
っ
た

岡
西
康
博
氏
は
国
土
交
通
省
の
総
括
審
議
官（
局

長
級
）と
な
り
、
京
都
府
、
京
都
市
の
勤
務
経
験

は
役
人
の
昇
進
へ
の
登
竜
門
の
感
じ
で
あ
る
。

副市長在任期間
平成12年12月〜16年3月

（内閣府事務次官）
河内　隆氏

副市長在任期間
平成16年4月〜 19年6月

（国土交通省事務次官）
毛利信二氏

副市長在任期間
平成21年4月〜 24年3月

（国土交通省総合政策局長）
由木文彦氏

副知事在任期間
平成24年7月〜 27年7月

（国土交通省総括審議官）
岡西康博氏

中
央
省
庁
の
人
事
異
動

京
都
府
市
勤
務
者
が
要
職
に
就
く

日時

場所 ホテルグランヴィア京都（JR 京都駅ビル内）

8月1日火 16：00▶21：00

まつり
夏’17

ご案内
の

お食事……3F宴会場　イベント……5F宴会場　　

16:00から20：30まで自由に入場できます。　ごあいさつ 18：30

ご家族やお友達とご一緒に、懐かしい夏祭りの
雰囲気を満喫しにおいでください。

お問い合わせ：二ノ湯さとし京都事務所お問い合わせ：二ノ湯さとし京都事務所主催：夏祭り実行委員会主催：夏祭り実行委員会
お申し込み先：TEL 075-315-2228 FAX 075-315-2310お申し込み先：TEL 075-315-2228 FAX 075-315-2310

お一人様　5,000円 当日、ホテルではフリードリンクチケット（2,000円）
も販売されます。

まだ少し余裕がございます。早急に事務所にお申し込みください。

二
ノ
湯
　智

参
議
院
議
員

皆
様
に
は
お
元
気
で
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
　
　
　
　
今
年
は
初
夏
か
ら
異
常
な
暑
さ
が
続
いて
お
り
ま
す
。

　
十
分
に
水
分
を
取
って
、

　
　
　
　
　
　
く
れ
ぐ
れ
も
お
体
に
気
を
つ
け
て
、
夏
を
乗
り
切
って
く
だ
さい
。

平
成
二
十
九
年
七
月

暑
中 

お
見
舞
申
し
上
げ
ま
す


